




研究目的 

新生児の呼吸適応障害は児の生命,長期予後に重大な影響をあたえる故,その病態の解明,

治療ならびに予防は重要な課題である。 

RDS や超未熟児の合併症として慢性肺疾患の頻度は依然として高い。本研究班はとくに慢

性肺疾患の予防対策の樹立にむけて研究を行なってきたが,今回は,気道吸引液の生化学的,

細胞学的マーカー,サーファクタントならびに気管支上皮細胞の平滑筋弛緩物質,また,生

理学的面として,呼吸インピーダンス測定にランダム矩形波を用いた新しい方法について

検討を加えた。一方人工換気療法では,高頻度振動換気法(HFO)における各種波形の効果,

さらに極小未熟児の動脈管の自然閉鎖に関する臨床的検討などについて検討を加えた。 


